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専門職大学院 ― 法科大学院・公共政策大学院の概要 ―　特 集 ２

専門職
大学院
―法科大学院・公共政策大学院の概要―

特 集 ２

社会の要請に応えうる高度の専門性を有

する職業人を養成するために、今年度法

科大学院と公共政策大学院という２つの

専門職大学院が新設されました。本号で

はそれぞれの内容についてカリキュラム

も含め紹介いたします。

法科大学院
法科大学院開設にあたってのメッセージ

井上　正仁　大学院法学政治学研究科　教授
法曹養成専攻長

法科大学院カリキュラムの紹介
特徴あるカリキュラムについて担当教員からの紹介

上級民法のカリキュラム　
能見　善久　大学院法学政治学研究科　教授

「国際契約交渉」
ダニエル・Ｈ・フット 大学院法学政治学研究科　教授

公共政策大学院
公共政策大学院開設にあたってのメッセージ

森田　　朗　大学院法学政治学研究科　教授
公共政策学連携研究部・教育部部長

公共政策大学院カリキュラムの紹介
特徴あるカリキュラムについて担当教員からの紹介

政策分析のカリキュラム　
田辺　国昭　大学院法学政治学研究科　教授

公共政策大学院・経済学分野のカリキュラム　
金本　良嗣　大学院経済学研究科　教授

P14

P15

P17

P18



14TANSEI

東
京
大
学
法
科
大
学
院
に
第
一
期
生
と
し
て

入
学
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
教
職
員
一
同
、
心
か

ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

社
会
が
ま
す
ま
す
複
雑
化
・
多
様
化
し
、
ま

た
国
際
化
す
る
な
か
、
国
民
の
正
当
な
権
利
・

利
益
を
実
効
的
に
保
護
し
、
相
互
の
利
害
を
適

正
に
調
整
し
、
あ
る
い
は
社
会
正
義
を
実
現
す

る
う
え
で
、
司
法
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
こ
れ

ま
で
に
も
増
し
て
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
司
法
を
担
い
、
有
効
に
稼
働
さ
せ
て
、

国
民
に
と
っ
て
真
に
利
用
し
や
す
く
頼
り
が
い

の
あ
る
も
の
と
し
て
い
く
の
が
、
こ
れ
か
ら
の

法
曹
の
一
大
責
務
だ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究

科
・
法
学
部
は
、
そ
の
長
い
歴
史
を
通
じ
、
優
れ

た
学
問
研
究
の
成
果
を
教
育
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
有
為

の
人
材
を
多
数
送
り
出
す
と
と
も
に
、
数
多
く

の
優
秀
な
法
曹
を
生
み
だ
し
て
き
ま
し
た
。
今

回
の
法
科
大
学
院
の
開
設
は
、
新
た
な
時
代
の

要
請
に
応
え
て
、
そ
の
よ
う
な
長
年
積
み
重
ね

て
き
た
実
績
と
多
様
か
つ
豊
富
な
教
員
や
教
育

資
源
を
よ
り
以
上
に
活
用
し
、
新
た
な
司
法
の

担
い
手
に
ふ
さ
わ
し
い
豊
か
な
素
養
と
高
度
な

専
門
的
学
識
・
能
力
を
備
え
た
法
曹
を
育
成
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
法
律
基
本
科
目
に
と
ど
ま
ら

ず
、
広
範
か
つ
多
様
な
分
野
に
わ
た
り
、
相
当

数
の
優
れ
た
実
務
家
教
員
の
参
加
も
得
て
、
多

彩
な
授
業
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
授
業
は
、
基
本
的
に
双
方
向
的
・
多
方
向
的

な
形
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
効
果
を
あ
げ

る
た
め
に
は
、
学
生
の
み
な
さ
ん
個
々
の
、
十

分
な
自
習
に
基
づ
い
た
主
体
的
・
積
極
的
な
取

り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。
教
員
の
側
に
と
っ
て

も
、
従
来
の
手
慣
れ
た
教
育
手
法
と
は
か
な
り

異
な
る
新
た
な
試
み
で
す
の
で
、
し
ば
ら
く
は
、

み
な
さ
ん
か
ら
も
ご
意
見
や
ご
批
判
を
得
な
が

ら
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
く
ほ
か
な
い
で
し

ょ
う
。
そ
の
意
味
で
、
私
ど
も
教
員
と
学
生
の

み
な
さ
ん
、
そ
し
て
み
な
さ
ん
相
互
の
間
で
の
、

い
わ
ば
競
争
的
協
働
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。

司
法
の
新
た
な
未
来
に
向
け
て
の
船
出
で
す
。

同
じ
船
に
乗
る
者
同
士
、
信
頼
し
協
力
し
合
い

な
が
ら
、
同
時
に
適
度
な
緊
張
関
係
を
も
っ
て

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
荒
海
を
乗
り
切
っ
て
行

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
切
望
す
る
次
第
で
す
。

法科大学院開設にあたってのメッセージ

新たな時代の新たな法曹を
志すみなさんへ

井上　正仁
大学院法学政治学研究科　教授

法曹養成専攻長

法学政治学系総合研究棟の外観

法科大学院入試結果について

出願者数 2,005名
合格者数 325名その他 

129名 

東大 
出身者 
196名 

法学既修者 
55名 

法学既修者 
156名 

法学 
未修者 
74名 

法学未修者 
40名 

合格者 
325名 

合格者の出身大学別内訳 

女性 
95名 

男性 
230名 

法学既修者 
48名 

法学既修者 
163名 

法学 
未修者 
74名 

法学未修者 
67名 

合格者 
325名 

合格者の男女別内訳 

法科大学院
大学院法学政治学研究科法曹養成専攻

School of Law
http://www.j.u-tokyo.ac.jp/



15 TANSEI

専門職大学院 ― 法科大学院・公共政策大学院の概要 ―　特 集 ２

概
要
・
特
色

東
京
大
学
法
科
大
学
院（
法
学
政
治
学
研
究

科
法
曹
養
成
専
攻
）に
お
け
る
教
育
は
、
法
の

実
務
を
通
じ
て
国
民
や
社
会
に
貢
献
す
る
高
い

志
と
強
い
責
任
感
・
倫
理
観
を
持
ち
、
先
端
的

法
分
野
や
国
際
的
法
分
野
で
も
活
躍
す
る
こ
と

の
で
き
る
、
最
高
水
準
の
法
律
実
務
家
を
養
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
そ
こ
で
の
教
育
は
、
法
理
論
教

育
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、
理
論
と
実
務
を
架
橋

す
る
こ
と
を
意
識
し
、
研
究
者
教
員
と
実
務
家

教
員
と
の
密
接
な
連
携
の
下
で
展
開
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
多
く
の
授
業
は
少
人
数
ク
ラ
ス
で
、

教
員
・
学
生
間
及
び
学
生
相
互
間
の
討
論
を
交

え
、
双
方
向
的
・
多
方
向
的
な
も
の
と
し
て
行

わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
授
業
に
よ
り
、
専
門
的

な
法
知
識
を
確
実
に
習
得
さ
せ
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
批
判
的
検
討
能
力
、
創
造
的
思
考
力
、
事

実
に
即
し
た
法
的
分
析
能
力
、
具
体
的
な
問
題

解
決
能
力
、
法
的
議
論
の
構
築
能
力
等
、
法
曹

と
し
て
必
要
な
能
力
の
徹
底
し
た
育
成
を
図
ろ

う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

入
学
者
の
う
ち
、
法
学
未
修
者
（
概
ね
一
〇

〇
名
）は
三
年
間
、
法
学
既
修
者（
概
ね
二
〇
〇

名
）は
二
年
間
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
く
か
つ
懇
切

な
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

開
講
科
目

法
科
大
学
院
で
開
設
さ
れ
る
授
業
科
目
は
、

「
法
律
基
本
科
目
」、「
法
律
実
務
基
礎
科
目
」、

「
基
礎
法
学
・
隣
接
科
目
」、「
展
開
・
先
端
科
目
」

に
大
別
さ
れ
ま
す
。

(1)
「
法
律
基
本
科
目
」

一
年
次
の
法
学
未
修
者
に
対
し
て
は
、「
基
本

科
目
法
学
入
門
」、「
基
本
科
目
憲
法
」「
基
本
科

目
行
政
法
」「
基
本
科
目
民
法
１
・
２
・
３
」「
基

本
科
目
商
法
」「
基
本
科
目
民
事
訴
訟
法
」「
基

本
科
目
刑
法
」「
基
本
科
目
刑
事
訴
訟
法
」
と
い

っ
た
授
業
に
よ
り
、
法
律
学
の
基
礎
的
な
学
識

を
し
っ
か
り
と
習
得
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
二
・

三
年
次
で
は
、
よ
り
高
度
で
総
合
的
な
応
用
力

を
習
得
さ
せ
る
た
め
、「
上
級
憲
法
」「
上
級
民

事
訴
訟
法
」
等
の
上
級
シ
リ
ー
ズ
の
授
業
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
国
際
的
な
法
感
覚
、
国
際
的
な

法
的
問
題
に
対
処
す
る
能
力
を
養
う
た
め
、
国

際
法
を
必
修
と
し
て
課
し
て
い
ま
す（
さ
ら
に
、

国
際
人
権
法
・
国
際
経
済
法
等
の
国
際
関
係
法

科
目
も
提
供
さ
れ
ま
す
）。

(2)
「
法
律
実
務
基
礎
科
目
」

実
務
基
礎
教
育
は
、
理
論
と
実
務
の
架
橋
を

図
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

科
目
群
で
は
、「
リ
サ
ー
チ
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
＆

ド
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
」「
民
事
実
務
基
礎
」「
刑
事
実

務
基
礎
」「
法
曹
倫
理
」
が
必
修
科
目
と
し
て
課

さ
れ
る
ほ
か
、「
模
擬
裁
判
」「
民
事
弁
護
研
究
」

「
国
際
契
約
交
渉
」「
法
律
相
談
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

「
リ
サ
ー
チ
ペ
イ
パ
ー
」
等
が
選
択
必
修
科
目
と

し
て
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

(3)
「
基
礎
法
学
・
隣
接
科
目
」

幅
広
い
視
野
と
理
論
的
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を

も
っ
た
法
曹
を
養
成
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
科

目
群
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
法

を
多
面
的
多
角
的
に
把
握
す
る
能
力
を
育
成
す

る
「
法
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
」、
法
の
根
底
に

あ
る
思
想
・
哲
学
と
現
代
法
の
課
題
を
接
合
し

た
「
現
代
法
の
根
本
問
題
」
は
、
必
修
と
し
て
全

員
に
履
修
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に

加
え
、「
英
米
法
総
論
」「
現
代
ア
メ
リ
カ
法
１
・

２
」「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
」「
現
代
中
国
法
」
な
ど
、

多
彩
な
外
国
法
・
比
較
法
科
目
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

(4)
「
展
開
・
先
端
科
目
」

専
門
的
・
先
端
的
知
識
と
応
用
能
力
を
必
要

と
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
ロ
ー
の
優
れ
た
実
務
法
曹

養
成
の
た
め
、「
知
的
財
産
法
」「
経
済
法
」「
租

税
法
」「
労
働
法
」「
国
際
私
法
」
等
の
ビ
ジ
ネ

ス
・
ロ
ー
の
基
幹
科
目
を
選
択
必
修
と
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、「
証
券
取
引
法
」「
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
」「
会
社
労
使
関
係
法
」「
国
際
取
引

法
」
等
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
ロ
ー
の
先
端
的
分
野
を
カ

バ
ー
す
る
多
様
な
科
目
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

教
員
の
陣
容

本
法
科
大
学
院
の
専
任
教
員
は
合
計
七
一
名

で
す（
こ
の
ほ
か
、
他
専
攻
・
他
研
究
科
に
所
属

す
る
兼
担
教
員
や
他
大
学
等
に
所
属
す
る
兼
任

教
員
も
相
当
数
参
加
し
、授
業
を
担
当
し
ま
す
）。

法
科
大
学
院
の
ひ
と
つ
の
特
色
は
、
実
務
家
教

員
が
教
育
に
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
で
す

が
、
本
法
科
大
学
院
は
、
五
名
の
常
勤
専
任
教

員
を
含
む
十
七
名
に
の
ぼ
る
実
務
家
専
任
教
員

を
擁
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
実
務
家
教
員
と

し
て
は
、
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
士
、
企
業
法

務
と
い
っ
た
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持

つ
第
一
線
で
活
躍
中
の
優
れ
た
実
務
家
の
就
任

を
得
て
お
り
、
研
究
者
教
員
と
緊
密
な
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
多
彩
か
つ
充
実
し
た
、
理
論
と

実
務
を
架
橋
す
る
教
育
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

法科大学院の
カリキュラムの紹介

山口　厚
大学院法学政治学研究科　教授
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民
法
の
勉
学
で
は
、
契
約
法
、
不
法
行
為
法
、

物
権
法
、
家
族
法
を
マ
ス
タ
ー
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
そ
の
範
囲
が
広
範
で
あ
る
こ
と
か
ら
学

生
に
と
っ
て
は
負
担
が
多
い
。
そ
こ
で
、「
基
本

科
目
民
法
」
と
い
う
授
業
で
は
、
学
生
は
こ
れ

ら
民
法
の
各
領
域
を
体
系
的
に
そ
の
基
礎
か

ら
学
ぶ
が
、
体
系
的
知
識
を
身
に
つ
け
た
だ
け

で
は
民
法
を
十
分
に
勉
強
し
た
こ
と
に
な
ら

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
第
一
に
、
現
実
に
は
、
た
と

え
ば
医
療
事
故
の
よ
う
に
契
約
責
任
と
不
法

行
為
責
任
の
両
方
が
問
題
と
な
っ
た
り
、
あ
る

い
は
契
約
の
成
立
、
内
容
の
解
釈
、
履
行
、
担

保
の
実
行
と
い
う
よ
う
に
契
約
の
一
連
の
流
れ

が
問
題
と
な
っ
た
り
、
要
す
る
に
、
民
法
の
各

領
域
を
横
断
的
に
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
覚
え
て
い
る
知
識
で
与

え
ら
れ
た
問
題
を
解
決
す
る
と
い
う
よ
り
は
、

自
分
で
調
べ
て
説
得
的
な
文
章
を
書
く
と
い
う

作
業
が
弁
護
士
な
ど
で
は
要
求
さ
れ
る
の
が

一
般
で
あ
る
。「
上
級
民
法
」
は
、
こ
の
よ
う
な

能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
授
業

で
あ
る
。

そ
こ
で
、「
上
級
民
法
」
の
授
業
で
は
、
授
業

担
当
す
る
各
教
員
が
横
断
的
な
テ
ー
マ
、
た
と

え
ば
「
医
療
事
故
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
、

そ
こ
で
問
題
と
な
る
様
々
な
論
点
を
多
様
な
角

度
か
ら
議
論
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
、

医
師
な
い
し
病
院
と
患
者
の
間
で
ど
の
よ
う
な

契
約
が
締
結
さ
れ
る
か
、
手
術
の
際
に
事
故
が

起
き
た
と
き
の
責
任
の
有
無
、
ま
た
、
遺
族
な

ど
が
責
任
を
追
及
す
る
主
体
で
あ
る
場
合
に
は

相
続
の
問
題
も
論
じ
る
。
さ
ら
に
は
、
訴
訟
を

準
備
す
る
場
合
に
は
、
証
拠
と
な
る
カ
ル
テ
な

ど
を
入
手
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
そ
の
際
問

題
と
な
る
法
的
な
論
点
な
ど
も
議
論
す
る
。
こ

う
し
た
相
互
に
関
連
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

学
生
は
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
、
ク
ラ
ス
で
報
告

し
、
議
論
を
す
る
。
ま
た
、
学
生
に
対
し
て
は

自
分
の
レ
ポ
ー
ト
の
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
よ

く
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
不
十
分
で
あ
っ
た

か
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
た
め
に
、
教
員
は

レ
ポ
ー
ト
を
添
削
し
て
返
却
す
る
。
こ
の
よ
う

に
今
ま
で
の
講
義
形
式
の
授
業
で
は
開
発
で
き

な
い
能
力
を
磨
く
の
が
「
上
級
民
法
」
の
狙
い
で

あ
る
。

「
国
際
契
約
交
渉
」
は
、
ビ
デ
オ
会
議
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
用
い
、
東
京
大
学
と
シ
ア
ト
ル（
ア
メ
リ
カ
）

の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
と
を
結
ん
で
同

時
進
行
の
形
で
行
う
共
同
授
業
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
法

学
政
治
学
研
究
科
・
法
学
部
合
併
の
演
習
と
し
て
、
四

年
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
法
科
大

学
院
の
開
設
を
機
に
、
そ
れ
を
拡
充
発
展
さ
せ
て
実

施
し
ま
す
。

授
業
の
中
心
と
な
る
の
は
、
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
に
よ

る
契
約
交
渉
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
ワ
シ
ン
ト

ン
大
学
側
で
は
、
日
米
取
引
の
経
験
が
豊
富
な
弁
護

士
二
人
が
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。
彼
ら
と
相
談
し
て
、

実
例
に
基
づ
い
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
大
学
の
学
生
の
チ
ー
ム
に
、
そ
の
取
引
に
つ
い
て

の
交
渉
と
契
約
書
の
作
成
を
さ
せ
る
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
学
生
を
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン

役
と
弁
護
士
役
を
演
じ
る
者
に
分
け
、
米
国
側
と
日

本
側
そ
れ
ぞ
れ
に
三
つ
の
チ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
弁
護
士
」
に
よ
る
「
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ

し
て
、
契
約
書
の
最
初
の
案
を
作
成
し
、
こ
れ
を
相
手

方
に
送
付
し
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
約
六
週
間
、
相
互

の
間
で
交
渉
を
行
っ
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
が

契
約
書
の
修
正
を
行
い
、
最
終
案
を
ま
と
め
ま
す
。
こ

の
間
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
や
り
取
り
の
ほ
か
、
東
京

大
学
情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
の
ビ
デ
オ
会
議
施
設
を
利

用
し
て
、
各
チ
ー
ム
が
数
回
、face-to-face

交
の
交

渉
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
、
実
務
と

理
論
に
関
す
る
授
業
も
行
い
ま
す
。
中
で
も
重
要
な

の
は
、
現
役
の
法
律
実
務
家
を
交
え
た
、
日
米
双
方

の
参
加
者
全
員
に
よ
る
二
時
間
に
わ
た
る
ビ
デ
オ
会

議
で
す
。
こ
の
ビ
デ
オ
会
議
を
合
計
四
回
行
い
ま
す

が
、
そ
れ
を
通
じ
、
契
約
観
念
や
交
渉
上
の
作
戦
、
倫

理
問
題
な
ど
、
日
米
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
、
そ
し

て
理
論
と
実
務
の
両
面
に
わ
た
り
、
極
め
て
活
発
な

議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

授
業
の
準
備
に
は
少
な
か
ら
ぬ
時
間
を
要
し
、
授

業
自
体
も
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
を
通
し
て
得
る
も
の
は
多
い
と
い
え
ま
す
。
交

渉
術
を
は
じ
め
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
術
、
文
章
作
成
能
力
、

語
学
力
や
異
文
化
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
実

務
的
な
ス
キ
ル
に
加
え
て
、
法
概
念
や
契
約
観
の
違

い
な
ど
の
理
論
的
な
面
も
、
実
例
を
通
じ
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
有
益
な

の
は
、
少
人
数
ベ
ー
ス
で
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

学
生
と
直
接
対
話
し
、
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

特徴あるカリキュラムについて担当教官からの紹介

上級民法のカリキュラム

能見　善久
大学院法学政治学研究科　教授

特徴あるカリキュラムについて担当教官からの紹介

「国際契約交渉」

ダニエル・Ｈ・フット
大学院法学政治学研究科　教授
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専門職大学院 ― 法科大学院・公共政策大学院の概要 ―　特 集 ２

本
年
四
月
東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
が
開

校
し
ま
し
た
。

本
大
学
院
は
、
従
来
の
研
究
者
養
成
の
大
学

院
と
は
異
な
り
、
政
策
に
関
す
る
高
度
の
能
力

を
も
っ
た
、
実
務
の
世
界
で
活
躍
で
き
る
専
門

家
の
育
成
を
め
ざ
す
専
門
職
大
学
院
で
す
。
そ

の
た
め
、
授
業
も
、
個
別
の
研
究
指
導
で
は
な

く
、
専
門
知
識
の
修
得
を
め
ざ
し
た
少
人
数
の

講
義
と
ゼ
ミ
形
式
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
中

心
で
す
。
実
務
家
教
員
に
よ
る
指
導
も
含
め

て
、
現
実
の
具
体
的
な
課
題
を
素
材
と
し
、
そ

の
解
決
策
を
自
分
自
身
で
考
え
な
が
ら
、
政
策

立
案
の
方
法
、
実
施
過
程
の
管
理
、
評
価
の
手

法
や
知
識
を
相
互
の
討
論
を
通
し
て
教
授
す
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
実
践
的
な
知
識
を
身
に
付
け
る

た
め
に
は
、
基
礎
と
な
る
法
律
学
、
政
治
学
、
経

済
学
等
の
社
会
科
学
の
理
論
を
使
い
こ
な
す
能

力
や
、
環
境
問
題
、
科
学
技
術
問
題
等
の
現
実

の
諸
課
題
、
そ
し
て
外
国
の
状
況
に
つ
い
て
の

知
識
も
不
可
欠
で
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、

そ
れ
ら
の
習
得
に
必
要
と
さ
れ
る
科
目
が
体
系

的
に
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
新
た
な
ス
タ
イ
ル
の
教
育
を
め

ざ
す
公
共
政
策
大
学
院
で
は
、
入
学
後
、
学
生

の
み
な
さ
ん
が
学
習
の
仕
方
や
将
来
の
進
路
等

に
つ
い
て
と
ま
ど
い
や
不
安
を
も
つ
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報
の

提
供
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
私
た
ち
ス
タ

ッ
フ
も
、
学
生
の
み
な
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
最
大
限
の
努
力
を
す
る

所
存
で
す
。

ま
だ
、
開
校
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
施
設
面

を
は
じ
め
、
整
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
学
生
の
み
な
さ

ん
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
海
外
の

同
種
の
大
学
院
と
の
交
流
を
含
め
、
政
策
に
関

す
る
専
門
家
養
成
の
国
際
的
な
拠
点
を
め
ざ
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

公共政策大学院開設にあたってのメッセージ

政策の専門家を
めざす皆さんへ

森田　朗
大学院法学政治研究科　教授

公共政策学連携研究部・教育部部長

公共政策大学院
公共政策学教育部

Graduate School of Public Policy
http://www.pp.u-tokyo.ac.jp/

公共政策大学院入試結果について

出願者数 240名
合格者数 109名

出身大学別内訳

合格者のコース別男女数

コース

合格者（男性）

合格者（女性）

合計

法政策

13

5

18

公共管理

7

6

13

国際公共政策

20

22

42

出身大学

出願者

合格者

東京大学

96

60

他大学

143

49

その他

1

0

経済政策

30

6

36

合計

70

39

109
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公
共
政
策
大
学
院
の

教
育
目
的

公
共
政
策
大
学
院
は
、
現
代
社
会
が
直
面
す

る
諸
課
題
を
適
切
に
認
識
し
、
こ
れ
ら
の
課
題

に
対
す
る
対
応
策
を
構
築
・
評
価
し
て
、
国
民

に
対
し
て
こ
れ
ら
を
伝
達
し
、
合
意
を
形
成
し

て
い
く
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
能
力
は
、
具
体
的
に
は
、
課
題
発
見
、

解
決
案
の
提
示
、
政
策
形
成
能
力
、
国
際
的
視

野
、
さ
ら
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
五

つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
能
力

を
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
高
い
倫
理

観
に
裏
打
ち
さ
れ
な
が
ら
発
揮
で
き
る
人
材

を
養
成
す
る
こ
と
が
、
本
大
学
院
の
教
育
目
的

で
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の

指
針
と
教
育
の
特
色

こ
の
よ
う
な
能
力
を
育
成
す
る
た
め
に
、
以

下
の
四
つ
の
指
針
の
も
と
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

編
成
し
て
い
ま
す
。

第
一
に
、
制
度
の
立
案
と
運
用
に
関
わ
る
知

識
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
法
学
、
制
度
を
動
か

し
て
い
く
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に
関
わ
る
知
識
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
政
治
学
、
政
策
案
の
構
築
と

評
価
を
行
う
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
を
身

に
つ
け
る
経
済
学
、
以
上
の
三
つ
の
デ
ィ
シ
プ

リ
ン
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
べ
る
よ
う
に
配
慮
し

て
い
ま
す
。
第
二
に
、
応
用
を
視
野
に
入
れ
た

具
体
的
な
事
例
を
扱
い
、
こ
れ
を
素
材
と
し
て

教
育
を
進
め
て
い
く
事
例
研
究
を
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
コ
ア
に
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
第
三
に
、
実

務
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
適
切
に
行
い
得

る
場
を
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
提
供
し
て

い
ま
す
。
第
四
に
、
教
育
を
通
じ
て
、
知
識
の

取
得
と
同
時
に
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

向
上
さ
せ
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
配
置
し

て
い
ま
す
。
口
頭
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
、

政
策
ペ
ー
パ
ー
の
公
表
な
ど
の
機
会
を
教
育
に

お
い
て
十
分
に
提
供
す
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成
と

教
育
方
法

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
基
幹
科
目
、
展
開
科
目
、

実
践
科
目
お
よ
び
事
例
研
究
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
教
育
に
お
い
て
は
、
実
務
へ
の
応
用

を
念
頭
に
置
き
、
さ
ら
に
、
交
渉
や
合
意
形
成

と
い
っ
た
政
策
の
現
場
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
で
き
る

よ
う
な
双
方
的
な
教
育
方
法
を
積
極
的
に
採
用

し
て
い
ま
す
。

基
幹
科
目
は
、
公
共
政
策
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ン
と
し
て
の
基
礎
を
な
す
知
識
と
分
析
能
力

を
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
科
目
で
あ
り
、

「
民
事
法
の
基
層
と
現
代
的
課
題
」、「
政
策
決

定
・
行
政
統
制
論
」、「
政
策
分
析
」、「
国
際
行
政

論
」、「
ミ
ク
ロ
経
済
学
」、「
計
量
経
済
学
」
等
が

あ
り
ま
す
。

展
開
科
目
は
、
政
策
の
各
分
野
に
結
び
つ
い

た
科
目
、
地
域
研
究
に
関
わ
る
科
目
、
も
し
く

は
よ
り
高
度
の
専
門
性
を
追
求
す
る
各
分
野
に

つ
い
て
修
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
科
目
で

あ
り
、「
環
境
法
」、「
消
費
者
法
」、「
比
較
政
策

過
程
論
」、「
都
市
地
域
政
策
」、「
国
際
開
発
政

策
」
等
が
含
ま
れ
ま
す
。

実
践
科
目
は
、
実
務
へ
の
応
用
を
念
頭
に
置

き
、
実
務
の
経
験
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
す
る

科
目
で
あ
る
。「
公
共
政
策
の
経
済
評
価
」、「
立

法
学
」、「
政
策
分
析
・
立
案
の
基
礎
」、「
交
渉
と

合
意
」
等
の
よ
う
に
実
務
と
連
関
し
た
科
目
と

実
務
家
に
よ
っ
て
教
育
が
行
わ
れ
る
科
目
が
こ

れ
に
あ
た
り
ま
す
。

事
例
研
究
は
、
具
体
的
な
事
例
を
も
と
に
、

ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
方
式
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
授

業
で
あ
り
、
知
識
の
応
用
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
向
上
に
つ
と
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
例
研
究
に
お
い
て
は
、
特

定
の
政
策
課
題
を
分
析
し
、
政
策
案
を
構
築
し
、

法
令
に
ま
で
ま
と
め
上
げ
る
と
い
う
作
業
を
体

験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
教
育
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

は
、
法
学
・
政
治
学
・
経
済
学
の
各
分
野
の
第

一
線
の
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
重
要
な
政
策
立

案
等
に
関
わ
っ
た
実
務
家
を
擁
し
、
社
会
科
学

と
実
務
と
の
橋
渡
し
を
試
み
て
い
ま
す
。
公
共

政
策
大
学
院
に
お
い
て
は
、
教
育
も
ま
た
ひ
と

つ
の
大
き
な
挑
戦
な
の
で
す
。

公共政策大学院の

カリキュラムの紹介

田辺　国昭
大学院法学政治学研究科　教授

法政策コース

主として法学を中心とした視点から様々な社会経済課題を分析し、その具体的な解決を図るために必要な知識
と企画力とを修得し、具体的な法律作成を可能にする能力を習得することを目的とする。

公共管理コース

主として政治学、行政学の視点から公共政策に関わる課題を分析立案し、組織及び政策運営に必要な知識と経
営能力とを習得することを目的とする。

国際公共政策コース

外交や開発援助といった国際的な政策課題に対応するために必要な知識と交渉力及び企画力とを修得し、さら
に必要なコミュニケーションの力をつけることによって、国際公共政策に対応する力をつけることを目的とする。

経済政策コース

公共政策を主として経済学の視点から分析、評価するための知識と分析力とを修得し、公共政策の経済分析を
行う専門家を養成することを目的とする。
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政
策
分
析
は
、
決
定
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
政
策
的
な
選
択
肢
が
存
在
す
る
の
か
を
示

し
、
そ
の
効
果
や
コ
ス
ト
等
に
関
す
る
情
報
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
授
業
に
お
い

て
は
、
政
府
が
社
会
経
済
に
働
き
か
け
る
手
段

に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
を
中
心
的
な

視
点
と
し
て
進
め
て
ゆ
き
ま
す
。

ま
ず
、
最
初
に
現
在
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
変
容

が
政
策
手
段
の
選
択
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
て
い
る
の
か
、
そ
の
大
き
な
動
き
に
つ
い
て

論
じ
ま
す
。
次
に
、
政
策
の
様
々
な
手
段
を
評

価
し
、
判
断
す
る
軸
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
観

点
が
重
要
と
な
る
の
か
を
議
論
し
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
具
体
的
な
政
策
の
事
例
を
挙
げ

な
が
ら
、
(1)
規
制
、
補
助
金
、
直
接
供
給
等
と

い
っ
た
政
府
の
用
い
る
政
策
手
段
の
基
礎
的
な

レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の

か
、
(2)
個
々
の
政
策
手
段
に
は
、
ど
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
と
デ
ィ
メ
リ
ッ
ト
が
存
在
す
る
の
か
、

(3)
個
々
の
政
策
手
段
が
有
効
に
機
能
す
る
条

件
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
学

生
は
、
予
め
与
え
ら
れ
た
事
例
を
学
習
し
、
議

論
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
授
業
を
通
じ
て
、
新
た
な
政
策

的
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
手
段
的
な
選
択

肢
に
つ
い
て
の
一
定
の
見
取
り
図
を
も
つ
よ
う

に
な
り
、
具
体
的
な
手
段
を
組
み
合
わ
せ
て
解

決
策
を
新
た
に
構
築
し
て
ゆ
く
能
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

公
共
政
策
の
企
画
立
案
に
お
い
て
、
経
済
分

析
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
世
界
の

常
識
に
な
っ
て
お
り
、
欧
米
諸
国
の
行
政
官
の

中
に
は
、
経
済
学
の
高
度
な
訓
練
を
受
け
た
者

が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
日

本
で
は
、
政
策
形
成
の
実
務
家
の
な
か
に
、
経

済
分
析
を
活
用
で
き
る
人
材
は
ほ
と
ん
ど
い
な

い
と
い
っ
て
よ
い
状
況
で
す
。
政
策
形
成
の
現

場
で
経
済
学
の
分
析
ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な
す
能

力
を
養
成
す
る
た
め
に
、
公
共
政
策
大
学
院
で

は
経
済
学
教
育
の
中
身
を
抜
本
的
に
見
直
し

ま
し
た
。

経
済
学
分
野
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
(1)

経
済

分
析
及
び
統
計
手
法
に
関
す
る
基
礎
科
目（
ミ

ク
ロ
経
済
学
、
マ
ク
ロ
経
済
学
、
計
量
経
済
学

等
）、(2)
個
別
政
策
分
野
に
関
す
る
科
目
群（
社

会
保
障
政
策
、
金
融
政
策
、
財
政
政
策
等
）、
(3)

事
例
研
究
、
お
よ
び
、
(4)
こ
れ
ら
の
結
節
点
と

な
る
「
公
共
政
策
の
経
済
評
価
」
の
四
つ
の
核
か

ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

「
公
共
政
策
の
経
済
評
価
」
で
は
、
政
策
代
替

案
の
評
価
・
分
析
を
行
う
様
々
な
手
法
を
豊
富

な
適
用
例
を
用
い
な
が
ら
教
え
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
ら
の
手
法
は
ミ
ク
ロ
経
済
学
、マ
ク
ロ

経
済
学
、
計
量
経
済
学
で
学
ぶ
分
析
ツ
ー
ル
を

駆
使
す
る
も
の
で
す
。
個
別
政
策
科
目
は
、
こ

の
科
目
の
基
礎
の
上
に
立
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

政
策
分
野
の
よ
り
深
い
分
析
を
行
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
事
例
研
究
で
具
体
的
な
政
策
課
題
を
と

り
あ
げ
、
課
題
発
見
、
問
題
解
決
の
代
替
案
の

作
成
、
各
代
替
案
の
分
析
・
評
価
、
合
意
形
成
の

た
め
の
利
害
関
係
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
い
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
験
し
ま
す
。

政
策
形
成
の
現
場
で
は
、
教
科
書
的
な
経
済
分

析
を
そ
の
ま
ま
適
用
で
き
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
時
間
的
に
切
迫
し
た
中
で
の

作
業
が
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
事
例
研
究
で
は
、

こ
う
い
っ
た
こ
と
へ
の
対
処
を
ふ
く
め
、
政
策

形
成
の
た
め
の
専
門
的
能
力
を
養
い
ま
す
。

特徴あるカリキュラムについて担当教官からの紹介

政策分析のカリキュラム

田辺　国昭
大学院法学政治学研究科　教授

専門職大学院 ― 法科大学院・公共政策大学院の概要 ―　特 集 ２

特徴あるカリキュラムについて担当教官からの紹介

公共政策大学院・経済学分野のカリキュラム

金本　良嗣
大学院経済学研究科　教授
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